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【SSI 部門におけるサーベイランスの概要と目的】 

当部門では、手術患者における術後感染の一つである手術部位感染（Surgical Site Infection、SSI）の発生状況

を監視し、その原因菌などに関するデータを参加医療機関から収集している。手術の種類（手術手技）別の SSI 発

生率を基本的な解析項目として、各医療機関に全体集計と比較したデータを還元している。また、SSI 発生のリス

ク因子別の SSI 発生率に関しても、同様に全体集計と比較したデータを還元している。さらに、各種因子別の SSI

発生率に関する全体集計を還元し、一般公開している。これらによって、参加医療機関における SSI 発生の問題点

を発見することを支援し、あわせて全国の医療機関における SSI 防止対策を支援することを目的としている。 

 

【解説】 

1. 参加医療機関数 

今回の年報（2009 年）におけるデータ提出医療機関数は 288 医療機関であり、前年より 22 の増加であった。ど

の手術手技をサーベイランスの対象とするかに関しては、各医療機関の判断に任されている。最も多く選択された

手術手技は COLN（結腸手術）で、223 医療機関がサーベイランスの対象とした。 

 

2. 手術件数と SSI 発生率 

COLN が最も多く、14800 件あまりがサーベイランスの対象となっていた。SSI 発生率は手術手技ごとのばらつ

きが大きかった。低い方では、OOB（産科手術）で 0％となっている。高い方では、ESOP（食道手術）の 22.4%

が最も高く、REC（直腸手術）の 18.3%、BILI（肝胆膵手術）の 16.7%などがそれに続いている。概して、消化器

系手術の SSI 発生率が高い。手術手技別の SSI 発生率は、概ね年を追うごとに低下する傾向にある。 

 

3. リスクインデックス別 SSI 発生率 

本サーベイランスでは、SSI のリスク因子として以下の 3 つを定めている：創分類が Class III 以上、手術時間が

T 値（手術手技によって異なる）を超えていること、患者の術前全身状態を示す ASA スコアが 3 以上。これらのう

ち何項目に当てはまるかによって、手術症例ごとのリスクインデックス（RI）が 0 から 3 までのいずれかの値に定

められる。 

その数値によって症例を分割し、各々の群における SSI 発生率を表 2－1 に示した。おおむね、RI が大きい群ほ

ど SSI 発生率が高くなっているのがわかる。 

なお、特定の手術手技（CHOL、COLN、REC、APPY、GAST）においては特殊な方法によりリスクインデック

スを定める。詳細はリスクインデックスの算出方法（7 ページ）を参照のこと。それによって症例を分割した、各々

の群における SSI 発生率を表 2－2 に示した。 

 

4. 検体分離菌の状況 

SSI 発生件数は全体で 6909 件、そのうち培養検査が実施されているのが 5030 件であった。一検体から複数の菌

が分離される場合もあり、総分離菌数は 7537 株であった。その内訳を表 3 に示した。Enterococcus faecalis が最

も多く 1122 株分離されており、以下 Pseudomonas aeruginosa、MRSA と続く。これらの 3 菌種は、新システム

発足後一貫して上位 3 菌種を占めており、今年の順位は昨年と全く同じであった。また、全体では消化器系手術に

SSI 発生が多いことを反映して、消化器系臓器から分離される病原体が多く報告されている。 
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5. データの精度管理 

全医療機関 SSI 発生率が 10％を超える手術手技（REC、ESOP、BILI、COLN、SB 、XLAP）で 20 例以上の

手術件数があるにもかかわらずSSI発生がゼロであった場合、全医療機関SSI発生率が5％を超える手術手技（OGIT、

AMP、GAST、APPY）で 40 例以上の手術件数があるにもかかわらず SSI 発生がゼロであった場合、SSI 症例（6

例以上）のうち検体分離菌情報がないものが 80％以上を占めた場合は、医療機関に問い合わせを行い、データに疑

義が生じた場合は集計から除外した。 



1. 手術手技別手術部位感染発生状況

手術手技分類 データ提出医療機関数 手術件数 SSI件数 SSI発生率

(対象期間 2009年1月1日～2009年12月31日)

2009年報(1月～12月)

院内感染対策サーベイランス公開情報 SSI部門

45 252 16 6.3%AMP
134 4237 301 7.1%APPY
137 4630 772 16.7%BILI
49 2100 56 2.7%CARD
46 1396 59 4.2%CBGB
50 353 6 1.7%CBGC
158 7226 233 3.2%CHOL
223 14821 2167 14.6%COLN
33 1674 29 1.7%CRAN
21 1721 7 0.4%CSEC
94 784 176 22.4%ESOP
50 1810 20 1.1%FUSN
52 5038 49 1.0%FX
184 10643 895 8.4%GAST
99 4810 35 0.7%HER
27 187 2 1.1%HN
62 2804 30 1.1%HPRO
30 1421 23 1.6%HYST
61 2075 22 1.1%KPRO
46 2439 24 1.0%LAM
62 2404 23 1.0%MAST
42 689 8 1.2%NEPH
40 244 3 1.2%OBL
31 429 6 1.4%OCVS
16 632 3 0.5%OENT
36 285 2 0.7%OES
9 1025 2 0.2%OEYE

105 1706 137 8.0%OGIT
48 2364 58 2.5%OGU
43 3423 22 0.6%OMS
18 533 3 0.6%ONS
14 225 0 0.0%OOB
28 345 2 0.6%OPRO
31 416 3 0.7%ORES
52 1467 16 1.1%OSKN
34 678 25 3.7%PRST
207 5974 1095 18.3%REC
135 2433 374 15.4%SB
15 537 13 2.4%SKGR
57 196 7 3.6%SPLE
57 2145 24 1.1%THOR
5 80 1 1.3%TP
18 261 0 0.0%VHYS
64 3175 56 1.8%VS
22 242 5 2.1%VSHN
81 840 99 11.8%XLAP
288 103169 6909 6.7%合計

2010年10月28日

公開情報掲載日: 2010年12月09日

データ集計日:

(集計対象医療機関数：288)



手術件数SSI件数
  SSI   
発生率

手術手技
分類

RI 0 RI 1 RI 2 RI 3

2-1. 手術手技別リスクインデックス別手術部位感染発生状況
(対象期間 2009年1月1日～2009年12月31日)

2009年報(1月～12月)

院内感染対策サーベイランス公開情報 SSI部門

手術件数SSI件数
  SSI   
発生率 手術件数SSI件数

  SSI   
発生率 手術件数SSI件数

  SSI   
発生率

521 1.9%AMP 1235 4.1% 719 12.7% 61 16.7%
1530116 7.6%BILI 2625537 20.5% 456114 25.0% 195 26.3%
4543 0.7%CARD 83418 2.2% 79234 4.3% 201 5.0%
2232 0.9%CBGB 54320 3.7% 63037 5.9% ― ― ―
660 0.0%CBGC 1422 1.4% 1454 2.8% ― ― ―
6389 1.4%CRAN 84017 2.0% 1903 1.6% 60 0.0%
11591 0.1%CSEC 5556 1.1% 60 0.0% 10 0.0%
640 0.0%ESOP 628137 21.8% 8636 41.9% 63 50.0%

10186 0.6%FUSN 73010 1.4% 604 6.7% 20 0.0%
335121 0.6%FX 149621 1.4% 1776 3.4% 141 7.1%
412226 0.6%HER 6327 1.1% 522 3.8% 40 0.0%
1331 0.8%HN 501 2.0% 40 0.0% ― ― ―
169513 0.8%HPRO 103316 1.5% 741 1.4% 20 0.0%
8956 0.7%HYST 51315 2.9% 121 8.3% 11 100.0%
10645 0.5%KPRO 92712 1.3% 835 6.0% 10 0.0%
119010 0.8%LAM 113812 1.1% 1092 1.8% 20 0.0%
201414 0.7%MAST 3797 1.8% 112 18.2% ― ― ―
3323 0.9%NEPH 3183 0.9% 392 5.1% ― ― ―
1742 1.1%OBL 671 1.5% 30 0.0% ― ― ―
1240 0.0%OCVS 1424 2.8% 1582 1.3% 50 0.0%
4480 0.0%OENT 1493 2.0% 350 0.0% ― ― ―
2002 1.0%OES 820 0.0% 30 0.0% ― ― ―
9150 0.0%OEYE 1092 1.8% 10 0.0% ― ― ―
78925 3.2%OGIT 66759 8.8% 20442 20.6% 4611 23.9%
168912 0.7%OGU 59631 5.2% 7314 19.2% 61 16.7%
281610 0.4%OMS 5256 1.1% 745 6.8% 81 12.5%
4642 0.4%ONS 631 1.6% 60 0.0% ― ― ―
1180 0.0%OOB 1010 0.0% 50 0.0% 10 0.0%
2442 0.8%OPRO 960 0.0% 50 0.0% ― ― ―
2260 0.0%ORES 1633 1.8% 270 0.0% ― ― ―
11509 0.8%OSKN 2804 1.4% 312 6.5% 61 16.7%
42011 2.6%PRST 25113 5.2% 71 14.3% ― ― ―
1092117 10.7%SB 907143 15.8% 38195 24.9% 5319 35.8%
3315 1.5%SKGR 1543 1.9% 474 8.5% 51 20.0%
702 2.9%SPLE 1044 3.8% 221 4.5% ― ― ―

11854 0.3%THOR 81415 1.8% 1415 3.5% 50 0.0%
60 0.0%TP 561 1.8% 170 0.0% 10 0.0%

1730 0.0%VHYS 850 0.0% 30 0.0% ― ― ―
8834 0.5%VS 146312 0.8% 81738 4.7% 122 16.7%
1273 2.4%VSHN 892 2.2% 250 0.0% 10 0.0%
40315 3.7%XLAP 30943 13.9% 10529 27.6% 2312 52.2%

(集計対象医療機関数：288)

2010年10月28日

公開情報掲載日: 2010年12月09日

データ集計日:



2-2. 手術手技別リスクインデックス別手術部位感染発生状況
     (特殊なリスクインデックスを使用する手術手技)

(対象期間 2009年1月1日～2009年12月31日)

2009年報(1月～12月)

院内感染対策サーベイランス公開情報 SSI部門

(集計対象医療機関数：288)

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

手術手技
分類

RI M RI 0 RI 1 RI 2 RI 3
 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

305623 0.8%CHOL 245979 3.2% 131480 6.1% 34539 11.3% 5212 23.1%
106571 6.7%COLN 7070745 10.5% 5128881 17.2% 1353385 28.5% 20585 41.5%
17610 5.7%REC 2339268 11.5% 2752568 20.6% 630213 33.8% 7736 46.8%

手術手技
分類

RI 0-Yes RI 0-No RI 1 RI 2 RI 3
 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

38810 2.6%APPY 123111 0.9% 1656111 6.7% 874144 16.5% 8825 28.4%
3172 0.6%GAST 2052102 5.0% 7204617 8.6% 1019157 15.4% 5117 33.3%

2010年10月28日

公開情報掲載日: 2010年12月09日

データ集計日:



3. 手術部位感染の原因菌
(対象期間 2009年1月1日～2009年12月31日)

2009年報(1月～12月)

院内感染対策サーベイランス公開情報 SSI部門

6909 5030 1879 7537全SSI発生件数： 培養検査非施行件数：培養検査施行件数： 総分離菌数：

1122 709 636 538 493 397 343 326 272 252 2449

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ENTFS PA MRSA EC ENC 不明 BF SA SE CNS その他

(集計対象医療機関数：288)

菌種 分離数 分離割合(％)

7537n = 

上位10菌種以外はその他として集計

1122 14.9ENTFS
709 9.4PA
636 8.4MRSA
538 7.1EC
493 6.5ENC
397 5.3不明
343 4.6BF
326 4.3SA
272 3.6SE
252 3.3CNS
2449 32.5その他

2010年10月28日

公開情報掲載日: 2010年12月09日

データ集計日:
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